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オ セ ア ニ ア 民 族 資 料

   収 集 調 査 記

石  森  秀  三*

ま え が き

 1975年10月 中旬 か ら12月 下旬 までの70

日間,わ た しは,国 立民族学博物館の民

族資料収集調査メ ンバ ーの一員 と して,

オ セアニア地域に派遣 された。

 今 回の旅では,オ ース トラリア,ニ ュ

ージー ラン ド
,フ ィージー,西 サモァ,

トンガ,マ ー シャル諸 島などで,民 族資

料 収集調査 の仕事に従事 した。 これ らの

各地 で仕事 をすす める上で,多 くのひと

び との ご協 力をえた。ニ ュー ジー ラン ド

では,D. R. Simmons博 士(Auckland

Institute and Museum),L.H, Williams

氏(Fisher and Peykel社), Kuru

waaka氏 とJ. Taiapa氏(と も に

Maori Arts and Grafts lnstitute)。 フ ィ

ー ジーでは,鈴 木猛博士(国 連 世界保健

機関)。 サモアでは,大 石敏雄氏(ト ラン

ス・パ シフィク・デ ィベ0ッ プ メン ト社),

Saver Malietoa氏,吉 川浩史氏(青 年

海外協力隊 西サモア駐在調整員)。 トン

ガ では,Sione Moniate氏 は じめバベ

ル ロ ト村 の皆 さん,川 上晋 氏(国 際協力

*国 立民族学博物館第4研 究部
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事 業団 派遣専 門家)。 マ0シ ャル諸 島で

は,具 志 忠太郎氏,Shigeru Chutaro

氏 は じめタカイワ島の皆 さん,Tarawij

Bohanny氏,平 間 宏 治 氏(南 洋 貿易

k.k.マ ジ ュロ駐在員)。 以上のかたがた

にはたいへんお世話に なった。 と くに記

して,感 謝の意 を表 しておきたい。

1.三 つの辞令

 出発に先だって,梅 樟忠夫館長か ら,

3つ の辞令を手渡された。まずはじめに,

資料収集臨時資金前渡官吏を命ずるとい

う辞令,つ いで分任契約担当官および分

任物品管理官を命ずるという辞令である。
一度に3つ もの官職を与えられたが,そ

のどれもが生れてはじめて耳にす るもの

ばかりである。そこで,こ れらの辞令の

意味するところを少 し調べてみた。

 その結果,つ ぎのことがわかった。ま

ず,資 料収集臨時資金前渡官吏という辞

令は,外 国で 民族資料 を 購入するため

の資金の交付を受け,そ の資金をもって

現地で現金支払することを,一 定 期 間

(外国出張期間中)に かぎり臨時に委任

されたことを意味している。そして,分

任契約担当官という辞令は,今 回の外国

出張期間中にかぎり,現 地における民族

資料購入の契約に関する事務の管理を委

任 されたことを意味している。同様に,

分任物品管理官という辞令は,今 回の外

国出張期間中に購入 した民族資料などの

物品の管理を委任されたことを意味して

いる。

 なぜこのような辞令が発令されたかと

いうことについては,も う少し説明を加

える必要がある。今回,国 立民族学博物



石森  オセアニア民族資料収集調査記

館の民族資料収集調査に派遣 されること

になったメンバーは,す べて研究部の教

官たちである。 ところが,教 官は,も っ

ぱら研究 ・教育に従事することを職務 と

しており,現 金の出納保管や契約事務の

管理などを本務 とはしていない。そのた

め,理 想論からすれば,海 外における民

族資料収集の仕事は,外 国の民族資料に

ついて豊富な知識をもつ教官と事務の管

理について豊富な経験をもつ事務官がチ

ームを組んで,業 務を遂行できれば最善

である。しかし,予 算などの都合で,そ

れはいまだ実現できない。そこで,次 善

の策 として,外 国の民族資料についてく

わ しい知識をもつ教官のみをまず派遣す

ることになった。それにともない,派 遣

される教官たちは,外 国出張期間中にか

ぎり,収 集資金の出納 ・保管と資料購入

契約に関する事務の管理 と購入物品の管

理を委任 されたわけである。

 上記の3つ の辞令をうけた,資 料収集

メンバ0の 教官たちは,出 発を前にして,

収集業務に関するオ リエンテーションを

受けた。そこで,収 集業務遂行上,不 可

欠であるとされる,多 くのことを教えら

れた。まず,資 料購入費および謝金の出

納保管には細心の注意をはらうこと。つ

いで,現 地通貨への換金に際しては,か

ならず交換計算書をもらうこと。現地政

府か ら,民 族資料の収集許可および輸出

許可をとること。資料は適正価格で購入

すること。現金出納簿は,毎 日,記 帳す

ること。資料を収集 したら,す ぐに収集

カー ドに必要事項を記載 し,そ れに荷札

をつけて,ポ ラロイ ド・カメラで写真を

とること。物品管理補助簿および消耗品

受払簿は,そ のつど記帳すること。収集

した資料の日本への輸送については,現

地 で信用 のある輸送業者 を探 して交渉す

ること。収集 した資料はかな らず,昭 和

50年 度 内に博物館に到 着す るよ うに手配

する こと。博物館 との連絡 をお こた らな

い こと。以上 のほか に,数 えあげれば き

りのないほど多 くの注意事項 を教 え こま

れた。

 そ の うえに,出 張期間は70日 とい う短

期間であ り,そ の間に,オ ース トラ リア,

ニ ユージー ラン ド,西 サモア,ト ンガ,

マ ー シャル諸 島などで,民 族 資料の収集

調査を しなければな らない。相 当なハー

ド・スケジュール となりそ うだ。

 これ らのオ リエ ンテー シ ョンを受 けて

い るうちに,わ た しの頭のかたすみにあ

った,南 太平 洋のどこまで も清 く澄みわ

た った青空が,だ んだん と灰色 に変色 し

てゆ くのであ った。 どうや ら,わ た しは,

一 筋縄 ではいかない仕事をひ きうけて し

ま ったよ うだ。

2. ニ ュrジ ーラン ドにて

 1975年10月.:の 夜,わ た しは羽 田空

港 よ り,最 初の目的地で あるオース トラ

リアにむ けて飛び立 った。機 中泊で,翌

朝,ゾ ドニー空港 に到着。そ こか ら,す

ぐに首都のキ ャンベ ラに飛ぶ。 キャンベ

ラには,2日 間 滞 在 して,オ ース トラ

リア 国 立 大 学(Australian National

University)の 太 平 洋 地 域 研 究 所

(Research School of Pacific Studies)を

訪 問す るとともに,オ セ アニ アの諸民族

に関す る文献 資料 を多数購入す る。

 つ いで,キ ャンベ ラの仕事を終 え,10

月21日 の 夕方,ニ ュー ジー ラン ドのオー

クラン ド空港に到着。5年 ぶ りのニ ュー

ジー ラン ドである。わた しに とって,ニ

ュー ジー ラン ドは思 い出深い国で ある。

             づ
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図1 オセアニア民族資料収集調査旅程図

大学 卒業後,す ぐにニ ュー ジー ラン ドへ

の留学 を決 意 し,1968年 か ら1971年 ま で

の約2年 間,オ ーク ラン ド大学大学院で

社会人類学を学 んだ。 ニ ュージーラン ド

で友人や知人 に会 って旧交 を暖 めたいの

だが,今 回 の旅では,そ のよ うな時間的

余裕 がない。ニ ュ」 ジー ラン ドでは,ロ

トル アのマオ リ工芸研究所(Maori Arts

and Crafts lnstitute)を 訪 問 し,先 住 民

マオ リ人 の伝統 的な木彫を施 した集会場

を製作 して もらうための事前交渉を しな

ければな らない。

 現 在のニ ュー ジー ラン ドは高福祉国家

と して有名であ り,ま たイギ リスよりも

イギ リス らしい国 といわれ る。 しか し,

ニ ュージー ラン ドは白人 だけの国ではな

い。ニ ュー ジー ラン ドに白人が植民 しは

じめたの は,1769年 に キ ャプテ ン ・ク ッ

クが北島 を再発 見 してか らの ことで ある。

ク ックがニ ュー ジー ラン ドに上陸 した と

きには,も うすでにポ リネシアの民で あ

るマオ リ人 が この地 に住みついていた。

しか し,鉄 器す らもって いなか ったマオ

リ人 は,後 発 の白人に銃器を もって力ず

くで抑 え込 まれた。 その結果,マ オ リ人

は社会 的 ・経済 的に抑圧 された状 況にお

かれ ることとな った。 しか し,そ うした

状況のなかで,マ オ リ人 は自分た ちの伝

4e2
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統のすべてを失なったのではなかった。

社会的 ・経済的に抑圧されようとも,彼

らは自らの文化的伝統を保持しようとつ

とめた。なかでもとくに,マ オ リ人の木

彫の技巧はたいへん優れており,先 祖の

あみだ した緻密な木彫の技法を現在にま

で,脈 々と受け継いできている。

3.マ オ リの木彫文化

 木彫文化はポ リネシアのいたるところ

でみられる。 しかし,マ オリ人の木彫技

巧は,そ のもっとも完成 した域に達 して

いるといわれる。彼 らは多くの事物に木

彫を施 したが,な かでもとくに,戦 闘用

カヌーの艦と舳や集会場などの住居に施

された木彫が著名である。わが民族学博

物館で も,マ オ リの完成された木彫文化

を展示するために,木 彫が施された集会

場を購入する計画がたてられた。それに

ともなって,こ の計画 を実現 させ るため

の事前交渉をニ ュー ジー ラン ドで お こな

うという仕事が,わ た しに課せ られたの

である。

 そ こで,わ た しはまず,オ ークラ ン ド博

物館(Auckland lnstitute and Museum)

を訪 問 し,マ オ リ文 化 の 研究者 である

D.R. Simmons博 士 に会 い,わ が博物

館 の このプロジェク トについて助言 を求

めた。わた しの話を聞いたの ち,博 士 は

つ ぎのよ うな助言 を して くれた。 まず,

わ た したちの予算で は集会場を新 たに製

作 する ことは不可能であ ること。集会場

よ りも,む しろパ タカとよばれる倉 庫小

屋の方 が展示 に適す ること。パタカであ

れば,予 算 内で製作が可能 である こと。

パ タカに施 された木彫は,集 会場 の もの

と類似 してお り,マ オ リの木彫文 化の完

成 された技巧 をよ く示 してい ること。以

写真1 マオ リのパタカ
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上のよ うな助言 を,マ オ リ文化研究の専

門家の立場か らして くれた。

 この あとで,オ ー クラン ドのFisher

and Peykel会 社 を訪 れ,そ の貿易部門

の取締 役のL.H. Williams氏 と面談す

る。 も しパ タカを購入す る ことになった

場合,そ れを 日本 に輸 出 して もらうた め

の業務 の代行 を依頼 するためで ある。幸

いな ことに話 し合 いは うま くゆき,パ タ

カの 輸出に ともな う 業務は,Williams

氏 が 担当 して くれる ことになる。

 オ ーク ラン ドで,マ オ リの木彫 につい

ての可 能なかぎ りの情報 をえた のちに,

ロ トルアにあ る,マ オ リ工芸研究所を訪

問 した。 この工芸研究所 は,国 立の機関

であ り,マ オ リ人 の もつ工芸技術を保存

・研究 し,そ れを若い世代 に伝 えてい く

ための教育機 関である とともに,各 種の

工芸品を製作 している。 そこで はいま,

約20人 ほ どの20歳 代 の若者が研修生 とし

て学んでお り,主 として木彫 の技術を伝

授 されてい る。研修生 は3年 間 この研究

所で学 び,マ オ リの伝統的工芸技術を身

につけ,そ れの担い手 となる。

 日本出発 前か ら手紙 で事前交渉 をは じ

めていたので,所 長のKuru Waaka氏

と 主任彫刻 師のJ.Taiapa氏 が こころ

よ く迎 えて くれた。早速,彼 らと交渉を

お こな う。 その結果,や は りオー クラン

ド博物 館のSimmons博 士 の助言通 り,

わ れわれの予算 では,集 会場 を購入す る

ことは不可能 である ことがわか る。そ し

てWaaka氏 もやは り集会場 にか わって,

パ タカを勧めて くれた。パ タカで あれば

予算 内で購入可能 である。ただ しか し,

こ こでむず か しい問題 が生 じた。 それは

製作完了 の時期についてである。 この工

芸研究所では,い ま大 きなプロジェク ト
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を2つ もかかえてお り,そ れ らを完了 し

てか ら,わ が博物館のためのパ タカの製

作に着手す ることにな る。そ うす ると製

作完了 するのは,1977年 の 春 ごろになる

とい うことである。国立民族学 博物館 の

開館予定は,1977年 の 秋 ごろであ るか ら,

展 示の準 備の都合か らす ると,時 期 的に

大変微妙 である。 なぜ この ように製作 に

長期間を必要 とす るか については,木 彫

その ものに時間がかか るとい うこともさ

ることなが ら,木 彫以前に も問題のある

ことがわか った。つま り,木 彫 に適す る

木材 であるカウ リとよばれ る木を手 に入

れるのに時間がかか るので ある。 とい う

のは,ニ ュージーラン ドで も,森 林資源

保護 政策 が とられて お り,カ ウ リの伐 採

が禁 じられているか らで ある。

 しか し,い ずれ に して も,こ のパタカ

の件 につ いて,こ こで,わ た し一人で即

決す る ことはで きない。博物館の収集 委

員会に指示 を求 めることにす る。

4.オ ークラン ド大学

 マ オ リ工芸研究所で の事前交渉を終え

て,ニ ュージーラン ドでの仕事は完了 し

た。そ こで,一 日暇をみつけて,オ ーク ラ

ン ド大学人類学科の研究室を訪問す る。

人類学科 の建物 は5年 前 とまった く変 っ

ていないが,し か し教育 ・研究ス タッフ

は大 幅に入 れ替 っていた。まず,主 任 教

授であ ったR.Piddington教 授 は定年

退官 し,ま た当時助教授であ ったS.M.

Mead博 士 と1. H. Kawharu博 士 は,

ウ ェ リン トン大学 マオ リ学教授 とマ ッセ

イ大学社会 人 類 学 教 授 とな ってそれぞ

れ栄転 して いた。また,同 じく助教授 で

あ ったF.W. Shawcross氏 とA. K.

Pawley氏 は,オ ース トラ リァ国立大学
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とハワイ大学にそれぞれ転 出 していた。

しか しそれに もかかわ らず,オ ー クラ ン

ド大学人類学科 の教育 ・研 究スタ ッフは

以 前よ りも拡充 されていた。 まず,主 任

教授 には,オ セ アニ ア言語学 の権威で あ

るB.Biggs教 授 が就任 していた。 そ し

て,考 古学教授 には,オ セアニア考古学

の第一人者 であるR.Green教 授 が就任

し,同 様に社会人類学教授 には,ニ ューギ

ニア高地民 の研究で 著 名なR.Bulmer

教 授 と都市人類学者のT.Gravcs教 授

が着任 して いた。 これ ら四教授 の うち,

Biggs教 授 をのぞ く,ほ かの三教授は,

こ こ2～3年 の うちにあ らたに着任 した

もので ある。そ して,こ れ らの四教授の

ほか に,も ちろん助教授 ・講師が10数 人

いる。 このほかに もう一 つ特記すべ きこ

とは,人 類学科 のなかに,Archives of

Maori and Pacific Musicが 設 置 され,

民 族音楽学者 のM.E. Mclean博 士 が

所長 となって いた。教授陣 が以前 より拡

充 され,そ の上に若がえ ったことによ っ

て,オ ー クラン ド大学人類学科は,以 前

にも増 して,南 太平 洋地域研究の一つの

センター となった感がす る。

 そ ういえば,オ ース トラリアのキ ャン

ベラで立 ち寄 ったオース トラリア国立大

学太平洋地 域研究所 の人類学研究部門の

研究 スタ ッフも最近大幅 に入れかわ った

ようだ。まず,主 任教授には,ア メ リカ

人のR.Keesing教 授 が就任 していた。

また,Professorial Fellowに は,同 じ く

アメ リカ人 のJ.J. Fox博 士 が着任 して

いた。 ほか に も,Research Fellowと し

て,ア メ リカの若手の人類学者 が数人 オ

ース トラ リアに乗 りこんで きていた
。 そ

の上に,以 前 は人類学研究部 門のなか に

含まれていた,考 古学部門 と言語学部 門

が それぞれ 独立 し,J. Golson教 授 と

S.A. Wurm教 授 がそれぞれの研究部門

の主任教授 とな っていた。 このよ うに,

オ0ス トラリア国立大学 で も,研 究 スタ

ッフの拡充 と若がえ りがお こなわれ(た

とえば,Kessing教 授 は40歳 で あ り, Fox

教 授 は35歳 で ある),将 来 への飛躍が期

待 されて いる。

 い ままで,南 太平洋地域研究のセ ンタ

ー として は
,い まあげた2つ の大学の ほ

か に,ハ ワイ大学,ビ シ ョップ博物館,

シ ドニー大学,西 オ ース トラリア大学な

どが あげ られていたが,今 回のわた しの

旅か らえた印象では,オ ークラ ンド大学

とオース トラ リア国立大学が,研 究ス タ

ッフや研究施設 の点 で一頭地を抜いた よ

うに感 じた。創設 問 もないわが民族学博

物館 にあっては,こ れ らの研究機関 と交

流 をはか りなが ら,南 太平洋砥究を進め

て ゆ く必要があ ることを痛感 した。

5. 南太平洋のイン ド人

 10.月26日,ニ ュー ジー ラン ドをあ とに

して,フ ィー ジー行 きの飛行機に塔乗す

る。今 日は0人 旅 ではない。吉川浩史氏

(青年海外協力隊西サモ ア駐在調整員)

とい っしょで ある。吉川氏 とは,マ オ リ

工芸研究 所のあるロ トル アで偶然に出会

い,西 サモアまでの旅程がま った く同 じ

であ ったので,そ の後西サモアまで旅 を

ともにす る ことにな った。

 わ れわれの乗 ったニ ュー ジ0ラ ン ド航

空機 は,フ ィー ジー国のナ ンデ ィ空港 に,

夕方6時 に到着。 このあ と,わ れわれは

今夜7時30分 発 の西サモア行 のポ リネシ

ア航空機 に乗 り継 ぐ予定であ った。 その

ため,ポ リネシア航 空のカ ウンニター に急

いだ ところ,お どろいた ことに,も う満
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席でチ ェック ・イ ンは終了 した との こと

であった。オーク ランドで予約の確認 を

して おいたのになん とい うことで あろう。

よ く事情を聞いて みると日本の団体客が

今夜,急 に割 り込 んで きたために満席 に

なった ら しい。日本の団体 さんは,い まや

南太平 洋の小さな島 々を も闊歩 してい る

ので ある。 ポ リネシァ航空の係員 と押 し

問答 の末,結 局 らちが あかない。そ こで,

今 夜の便は あきらめて,明 晩の便にす る。

そ して飛行場前のホテル に泊ま ることに

す る。ホテルに落 ち着 いてか ら,吉 川氏

と相談 した結果,明 日の待 ち時間を有効

に使 うために明朝一番 の飛行機で フィー

ジーの首都 スパに行 き,そ こで フィージ

ーに永年駐在 しておちれる国連世界保健

機関の鈴木猛博士に会 い,そ して午後の

飛 行機 でナンデ ィに もどる ことに決 める。

鈴木博士 は吉川氏の知人で,昆 虫学者で

あるが,フ ィラ リアやデ ング熱 の撲滅計

画 を担 当 してお られ,南 太平洋 の島 々を

広 くまわ ってお られ るので,各 地 の事情

にとて もくわ しい方である。

 10月27日 の早朝の一番機 でフ ィージー

国の首都 スパ に到着す る。早速,バ スに

乗 って,空 港か らスパ市街 に入 る。 スパ

市は大変活気 のある都市 であ り,南 太平

洋 のメ トロポ リス とい う感 じがす る。そ

れに して も,な ん とイン ド人の多い こと

だ ろう。ま るでイン ドにきたよ うな錯覚

に とらわれる。現在の フィー ジ0の 総人

口の過半数がイ ンド人で あり,彼 らがフ

ィー ジーの経済界 を牛耳 ってい ることは,

以 前か ら知 っていた。 しか し,や は り自

分 の目で確かめてみると,フ ィー ジーの

将来について,と くに将来起 りうるであ

ろ う異民族間の摩擦 につ いて,一 抹の不

安を禁 じえない。事実,1970年 の フィー
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ジー国独立の際に,フ ィー ジー人 とイ ン

ド人 のあいだで,各 種 の抗争事件 が起 っ

た。 それ らの一連の事件 は,互 いが新興

国フ ィー ジーにおける主導権をわが もの

に しよ うとしたために起 った。同 じ国民

同志で あ りなが ら,互 いに異 なる文化的

・社会的 ・経済的背 景を もってい るが故

に,各 種 の摩擦が生 ずるのである。 しか

し,そ れは彼 らのどち らの責任によ るも

ので もない。む しろ,そ れは0み ずか らの

利益 のみを追求 した白人 たちの責任 であ

る。19世 紀末にイ ン ド人 をフィージーに

連 れて きたのは,白 人たちで あった。そ

してイ ン ド人た ちは肉体労働者 と して,

白人 のサ トウキ ビや綿のプ ランテー シ ョ

ンで働か された。いまのフィー ジーの イ

ン ド人 たちは,そ の子孫 である。 ここで

もまた,植 民地主義の後遺症 をみる思 い

がする。

6.広 くて狭い南太平洋

 スパ 市街 を少 し散策 してか ら,鈴 木博

士のお宅を訪問す る。そ こで昼食 をごち

そ うにな りなが ら,南 太平洋各地 の こと

について貴重 なお話 をうかが う。 ここで

一つお どろいた ことは
,鈴 木博士 のお宅

は,南 太平洋 における日本人のいろいろ

な活動の情報 セ ンターのよ うな役割を果

して いるとい うことである。鈴木博士は,

南 太平洋 にお ける各種 の日本人の行状 を

よ くご存知であ った。 博士 は,「 南太平

洋 は広 いようで狭 いので,こ こで仕事 を

す る日本人の ことにつ いては,す ぐに何

らか の情報が伝わ ってきます よ」 とお っ

しゃった。事実,考 えてみれ ば,博 士 と

はま った く一面識 もなか ったわた しが,

い ま ここに こうして博士 と対面 してい る

こと自体,不 思議 といえば不思議で ある。
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やは り,南 太平洋 は広い ようで狭 いので

あろうか。

 午 後3時 に,博 士のお宅を辞 して,飛

行機 でナ ンデ ィにもどる。空港の ロビー

で,日 本人 らしい人を見か ける。近づい

てよ く見 ると,そ れはわが博物館の石毛

直道助教授で あった。石 毛氏は,タ イと

イ ン ドネシアにお ける民族資料収集 の仕

事 を終 え0ジ ャカル タか らシ ドニー経 由

で今 日フィー ジーに着 いた ところであっ

た。石毛氏 とは,こ れか らあと,西 サ モ

ア と トンガ王国で民族 資料の収集 の仕事

をと もにす る予定であ り,10月28日 に西

サモ アで落 ち会 う手筈にな って いた。そ

のた め,こ こで うま く会 えよ うとは思 っ

て もみなか った。そ ういえば,昨 晩,吉

川氏の知人である川上晋氏(国 際協力事

業団派遣専門家 として,ト ンガに駐在 さ

れ,漁 業指導 に従事 してお られる)と そ

のご家族に偶 然出会 ったの も,こ の空港

ロビーであ った。川上氏 ご一家 は,日 本

での休 暇を終えて,ト ンガにお帰 りにな

るところであ った。川上氏 には,そ の後,

トンガにおけ る民族 資料の収集調査に関

してなにか とお世話 にな った。 このよう

な偶然が重な ると,や は り南太平洋は広

いようで狭い と思わざるをえな くなる。

これ も結局 は,南 太平洋が ジェッ ト機 時

代に突入 した とい うことによるものであ

ろうか。

7.西 サモアへ

 10月27日 の 夕方,吉 川氏 と石 毛氏 とわ

た しの3人 は,無 事 に西サモ ア行 きのポ

リネ シア航空機 のチェ ック ・インをすま

せた。そ して待合室で,時 を過す。しか し,

定 刻の午後9時30分 を過 ぎて も,い っこ

うに塔 乗案 内のアナウ ンスがない。その

うちにや っとアナ ウンスがある。 それ に

よると,飛 行機の後部 ドアが破損 して お

り.現 在修理中 との ことである。 なんと

も危 な っか しい飛行機 であ る。やがて10

時 が過 ぎ,11時 が 過ぎて も,ま だ修理 中

との ことであ る。結局,12時 近 くになっ

て,修 理不能のため,明 朝10時 発 に変更

されて しまった。乗客 はそのままホテル

に直行せ よとの こと。 しか しだれも怒 り

だ した りする者 はいない。われわれ3人

も,「西サモアは遠 いなあ」とただ苦笑 し

合 うのみである。

 明 けて10月28日 の午前10時 に,ポ リネ

シア航 空機 は,今 度 こそ定刻通 りにナ ン

デ ィ空港を離陸す る。快晴で ある。約3

時 間で,西 サモアのフ ァレオ ロ空港に無

事着陸。 日付変更線を越えたので,こ こ

はまだ10月27日 で ある。西 サモア も快 晴

で,陽 射 しがきつ い。

 わ れわれは,西 サモ アには,2週 間滞

在す る予定である。 このような短期間の

うちに資料収集 をおこな うた めには,現

地 でよほ ど信頼で きる協力者が必要であ

る。 ここ西 サモアでは,大 石敏 雄氏(ト

ランス ・パ シフィク ・デ ィベ ロップメ ン

ト社社長)が 協力 して くれ ることにな っ

てい る。大石氏は,1967年 に,西 サモアで

現地 と日本 の合弁会社(製 材会社)を 設

立 するために派遣 されて以 来,こ の地 に

在住 され,1970年 にはみずか らが社長 と 0

な って現在 の会社を設 立 された方である。

ところが幸 いなことに,大 石 氏は大阪市

立大学探検部員で あった ことか ら,も と

大 阪市 立大学に勤務 してお られた梅樟館

長 とは旧知 の間柄であ った。そのため,

わ れわれは出発前か ら手紙 で大石氏 に協

力を要請 して いた。

 そ の大石氏 に,わ れわれは西 サモア到
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着早 々,空 港で会 うことがで きた。大石

氏が,ニ ュー ジー ラン ド人 の友人 を空港

まで見送 りに来ていたか らで ある。 ここ

で もまた,う ま く偶然が重な ったわけで

ある。大石氏はわれわれを歓迎 して下 さ

り,車 でホテルまで連れて行 って くだ さ

った。大石氏の ご家族 はいま一 時,日 本

に帰 ってお られ るため,大 石 氏は一人で

ホテル住 いで ある。そ こでわれわれもそ

の同 じホテルに泊 ることにす る。大石 氏

がホテルの支配人 と交渉 して くださった

結果,彼 のす ぐとな りの部屋に陣 どるこ

とにな った。旅装を と く間 も.なく,早 速,

大 石氏 の部屋で,西 サモアでの民族資料

収集 の仕事の進 め方について打ち合 わせ

をお こな う。

8.資 料収集のポイ ン ト

 ここで,民 族資料収集に関するいくつ

かの要点について,わ たしの気のついた

ことを記 しておこう。(1)わが民族学博物

館の資料収集は,短 期間で仕事をかたづ

けなければならないという制約があり,

これが収集の基本前提となっている。そ

のため,短 期間で学術的に意味のある資

料を集めるための方策を事前に考えてお

く必要がある。(2)文献資料などを利用 し

て,収 集予定地の物質文化について,で

きるかぎりくわしい知識を得ておくこと。

(3)現地で信用できる人に協力者となって

もらい,資 料収集に関 して適切な助言を

得 ること。(4)民族資料の収集許可および

輸出許可を得るたあに現地政府とできる

だけ早 く交渉を進めておくこと。(5)現地

の有力者に,収 集に関 して事前に話を通

してお くと仕事がしやす くなる。(6)資料

を購入する場合,適 正価格がどれ ぐらい

か ということについて的確な判断をくだ
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す必要があ る。多 く払 いす ぎて も,少 な

す ぎて も,あ とでいろいろな問題をお こ

す ことにな りかねない。(7)収 集 した資料

の輸送の便について もよ く調べてお く必

要があ る。収集地 国内における輸送 と,

収 集地 か ら日本 への輸送 の両方について,

ど うい う方法が一番確実で あるかを調 べ

てお く。そ して現地 で信用 のある輸 送業

者を選ぶ こと。(8)以前 に何 らかのかた ち

で,民 族資料の収集 を経験 してい ること

がのぞま しい。以 上,気 のつ くままに箇

条書 きに しただ けで も,こ れ ぐらいは最

低限考慮 してお く必要 があるようにお も

われ る。

 この ように,短 期間で学術 的に意味の

ある資料を確実に収集 する ということに

は,い ろい ろな困難が ともな う。 そのた

め,収 集地 の選 定をする場合,結 局,以

前に 自分が調査経験のあると ころに落 ち

着 くのであ る。た とえば,今 回の南太平

洋地域 にお ける収集地 についてみれば,

まず トンガ王国については石 毛氏の15年

前の調査地であ った こと,ま たニ ュー ジ

ー ラン ドとマー シャル諸 島について はわ

た しの調査地で あった ことな どが,そ の

収集地選定の理由であ る。 しか し,こ こ

西サモアだ けは二人 ともま った く土地 カ

ンがな い。そのた め,西 サモアにつ いて

は,在 西サモア9年 目とい う大石氏 の助

言 に頼 る ところ大であ った。 幸い,大 石

氏 は学生時代に大阪市 大東南 アジア学術

調査隊 の一員 と して,東 南アジア各地で

フ ィール ド経験 を もってお られる し,ま

た民族学 につ いて も造詣が深 く,わ れわ

れの仕事 に対 して多大の援助を惜 しまれ

なか った。

 も ちろん,わ れわれ も,日 本で,Peter

Buckの 大 著 εα〃～o侃Mα'8磁 」0π伽76を



石森  オセアニア民族資料収集調査記

写真2 西サモアの伝統的民

    家 ファレアホラウ

は じめと して,サ モアの物質文化関係の

文献 につ いて,目 を通 していた し,ま た

西 サモアで二度にわた って調査 をお こな

われた,わ が民族学博物館 の杉本尚次教

授か ら有益 な助言 をえて いた。 したが っ

て,西 サモ アにおけ る収集 の仕事は,大

石氏 のもつ生 きたデ ーター とわれわれの

もつ文献上のデーターを ミックス して,

は じめて可能 とな ったわ けで ある。

柱6～8本 で梁 ・桁を組み,そ れ らが幅

広い切妻 の屋根を支え る,と い う非常 に

珍 しい構造 を もった家屋である。 そのた

め,こ の民家 の実物をわが博物館で展示

しよ うとい う計画があ った。 しか し,展

示 スペースの都合で,そ の計画 は立 ち消

9. カ ヌ ーと民家模型

 わ れわれが,西 サ モアでぜ ひとも収集

しようと思 っていた ものは,カ ヌーと生

活用具(漁 具 ・農具 ・料理用具 ・楽器 ・

敷物類 ・編 カゴ類な ど)で あ る。 これ ら

の ものについて は,ウ ポル島のい くつか

の村 を丹念 に訪問 して収集す ることに決

め る。 ウポル島 には,首 都のア ピァが あ

り,道 路 が比較的整備 されてい るので,

自動車 を使 えば,か な り能 率があが りそ

うである。

 つ ぎに,サ モ アの伝統的民家 であるフ

ァレアホラウ(faleafolau)の3分 の1の

縮尺模型 を購入す ることに決 める。サモ

アの伝統的民家 ファレアホ ラウは,中 心
写真3 西サモアの伝統的民家ファレ

    アホ ラウの内部
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えとな った。 この話を0大 石氏に した と

ころ,そ れでは実物 の代 りに民家模型を

作 ってはど うですか と提案 して くれた。

実物の民家の3分 の1ぐ らいの民家模 型

を,本 物の大工 に作 らせ ようとい うので

ある。石毛氏 と相談 した結果,オ セアニ

ア地域で もっと も特徴 ある,サ モアの伝

統的家屋を展示す ることは、た とえそれ

が模型であ って も意味の あることと判 断

したので,民 家模型を作 って もらうこと

に決 める。早速,大 石氏が有能な大工 を

探 して くれることになる。 これで,西 サ

モアにおける収集計画の大筋が決まる。

あとは,こ れを実行に移 すだけである。

 西 サモア到着 の翌 日か ら行動を開始す

る。車を一台借 り,そ して英語 のよ くで

きる青年 を一人雇 った。彼には,ガ イ ド

兼通訳兼運転手にな って もらう。 まず,

ウポル島の地図を手に入れ,早 速,小 手

調べ にア ピア近郊の村を訪問す る。結局,

これか ら連 日,朝10時 か ら夕方6時 ごろ

まで,ウ ポル 島 をかけめ ぐり,多 くの

村 々を訪問す る。その結果,各 地 で総計

200点 ほ どの資料 を収集で きた。 収集 し

た資料 は,大 石 氏のお力添 で,前 西サモ

ア国国家元首のSaver Malietoa氏 の家

に運 び込み,そ こに集積す ることにな っ

た。Saver氏 は,現 在 は公職 か ら離れてお

られ るが,西 サモアの伝統文化について

熟知 してお られる方 である。 その ため収

集 した民族資料 に対 して,も っとも正確

なコメン トをつけて もらうには,Saver

氏 を おいてほか にいない,と いう大石 氏

の判断によ って,Saver氏 に ご協力を

お願いす ることになった ものであ る。幸

い,Savcr氏 は,わ れわれの意図 をよ く

ご理解 くださ り,収 集 した資料の不 明な

点について,懇 切丁寧 な説明を加 えて下
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さ った。そればか りか,SaVer氏 は 機会

あるごとに,わ れわれ二人 に対 して,西

サモアの伝統文化について,い ろい ろな

話 を して くださ った。 それはわれわれに

とって大変貴重な話 であった。

 と ころで,わ れわれが西サモ アでぜひ

とも収集 しようと思 っていたものは,カ

ヌーで ある。西サモアには,大 きく分 け

て二種類のカヌーがある。～つは リーフ

用 カヌーで,も う一 つは外 リー フ用カヌ

ーで ある
。 この うち,リ ー フ用カ ヌーに

ついては,海 外 青年 協力隊の吉川氏のお

力添で,全 長5メ ー トルの ものがす ぐに

手に入 った。 しか し,外 リ0フ 用カヌー

で いいものがなかなか見つか らなか った。

多 くの村で,外 リーフ用 カヌーを見かけ

るのであ るが,博 物館での展示 に耐え う

るほ どのいいカヌーは見 い出せなか った。

 そ こで,大 石 氏は西サモア・ラジオ放送

局へ行 き,外 リーフ用 カヌーのいい もの

を探 している旨を,ラ ジオ放送 して もら

う手筈を ととのえて くだ さった。西 サモ

アでは,小 額 のお金 で,プ ライベー トな

ことで も,自 由に ラジオ放送 して くれ る

らしい。 ラジオが電報の役 割を果 して い

るのであ る。 た とえば,「 今 日,子 供 が

生れた」 とか,「 明 日,ど こそ この村 に

行 くか らよろ しく頼 む」な どとい うこと

が堂々 と放送 されて いる。案の定,ラ ジ

オ放送の威力 は抜群で,早 速,多 数 の問

い合わせ があった。 しか し,残 念 なが ら,

こ ちらの条件 にぴったりす るものはなか

った。そ こで,結 局,新 しい外 リーフ用

カヌーを作 って も らうのが一番確実 と判

断 したので,大 石 氏に今度 は船大工 を探

して もらうことにす る。

 一 方,民 家模型の方は,有 能 な大工 の

棟梁 が見つか り,彼 に製作 を依頼す る。
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大石 氏の会社 の倉庫で組み立てて もらい,

完 成 した ら組 み立てたままで,日 本に輸

送 して もらうことにす る。大石 氏の会社

には建築 部門が あ り,そ の部門のマネ0

ジ ャー と して,日 本の一級建築士 の免許

を もつ越智満雄氏がお られ る。そ こで,

も っとも 伝統的 な 民 家 とお もわれる,

Saver氏 の家 をモデルに してその実寸を

はか り,そ れを もとに して3分 の1の 縮

尺の図面を越智氏 に書 いて もらった。 そ

の図面を もとに して,大 工の棟梁 が数人

の助手 を使 って民家模型を製作すること

にな る。製作 には,約1カ 月半 を要す る。

大 工た ちは,山 か ら木を切 って きて,そ

れ らをすべて実物の3分 の1の 太 さにな

るまで山刀 で削 ってい く。実物の家を作

るよ りも,手 間がかか りそ うだ。 しか し,

彼 らは 自分 たちの作 った家が,日 本 の大

きな博物館で展示 され ると知 って,大 変

は りきっている。おそ らく,い い ものが

で きるであ ろう。 この民家模型は,完 成

すれば,高 さ約3.5メ0ト ル,長 さ約5

メ ー トル,幅 約3メ0ト ル となる。模型

とい って も,結 構大 きな ものであ る。

 カ ヌーの方 は,こ れ もまた船 大工が見

つか り,す ぐに製作 に着手 して もらう。

全 長約5メ ー トル ぐらいの ものを作 って

もらうことにす る。船大工には,な るだ

け伝統 的な形態の外 リー フ用カヌーを作

って くれ るよ うに頼んでお く。

 この間に,つ ぎの 目的地であ る,ト ン

ガ王国についての情報の収集 をお こなう。

その結果,ト ンガと日本を結ぶ船便 は,

3カ 月に一度 ぐらいの割で不定期便が あ

るだけ とわかる。そ こで,当 初の予定 を

変更 して,ト ンガで収集す る資料は,西

サモアへ空輸 し,西 サモ アでの収集資料

とひとまとめに して,日 本へ船便で送 る

ことに決める。そうしないと,ト ンガで

の収集資料が年度内に博物館に到着しな

い危険性がある。年度内に収集資料が到

着 しない場合には,事 務上の受入れ手続

がむずかしくなるからである。そのため,

トンガには一週間だけ滞在 し,そ のあと

で もう一度西サモアにもどることに決め

る。

10. トンガ王国へ

 11月9日 の朝,わ れわれは,西 サモア

での2週 間の資料収集 の仕事を終 え,つ

ぎの 目的地 トンガ王 国にむか う。 ここで,

ふ たたびポ リネ シア航空機に塔 乗すゐ.。

今回はノー ・トラブルで無事,ト ンガ タ

プ島に到着 。日付変更線を越えたので,

トンガは今 日は11月10日 で ある。

 石 毛氏に とっては,15年 ぶ りの トンガ

で ある。1960年 に,石 毛氏 は,京 都大学

トンガ王国学術調査隊 の一員 と して,ト

ンガ各地 で調査に従事 した。当時,石 毛

氏はまだ京 大の学生で あった。い ままで,

オ セアニアやアフ リカなどで数回にわた

って,フ ィール ド・ワークを こな して き

た石毛氏に とって,ト ンガはほかの調査

地 にはない思い出があるようだ。 トンガ

は,彼 に とって,最 初 の海外調査地なの

で ある。 どのフ ィール ド・ワー カー にと

って も,は じめての海外調査地 というも

のは,い つまで も心にのこるもので ある

らしい。

 飛 行場で,タ ク シーをつか まえ,首 都

ヌクアロファへむか う。石毛氏 は,食 い

入 るように車外 を見つめる。15年 ぶ りに

目にす る トンガはたいへん変 った と説明

して くれる。 しか し,運 転手 とあれ これ

話 を して いる言葉のなかに,彼 の15年 前

の記憶 が確実 によみがえ りつつあ ること
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がわか る。間 もな く,ホ テル に到着。遅

い昼食をすませてか ら,今 日一 日は休 養

す ることに決 める。西 サモアで,2週 間

にわたって,一 日も休 まず に,資 料収集

の仕事 を した ことに よる疲 れを とるため

である。 そこでまず,昼 寝 をす る。 しか

し,根 か らの フィール ド・ワーカーであ

る石毛氏 は常に行動的であ った。2時 間

ほど昼寝 を した とお もった ら,も うす ぐ

にヌクアロフ ァの中心街 に出てい こうと

いいだす。王宮の近 くを歩 き回 ったの ち

に,川 上 晋氏(国 際協 力事業団派遣専

門家 として,ト ンガ王国で漁 業指導を し

てお られる)の お宅を訪 問 し,ト ンガ到

着 のあいさつをす る。川 上氏 か ら,ト ン

ガの近況 につ いて,多 くの情報 をえた。

 トンガで収集す る資料 は,西 サモ アま

で空輸 しなければな らないので,少 数精

鋭主義で資料収集 をす ることを決める。

そ こで,石 毛氏 と相談 した 結果,タ パ

(樹皮布 の こと)と カバ ・ドリンキ ング

に関連する資料 を重点的 に集 めることに

決め る。タパ とは,樹 皮 布の ことであ り,

イ チジク属の木 の内皮をむ き,こ れをた

たいて樹皮布 をつ くるので ある。樹皮布

つ くりは,ポ リネシアや メラネシアの諸

民族の あいだでみ られ るが,ト ンガの も

のが もっとも良質であ り,ま た図案や染

めつけ もす ぐれて いるといわれて いる。

タパ の製造用具 と しては,木 槌,打 ち台,

染 剤,染 板 などが ある。つ ぎに,カ バ と

は,胡 椒科 の灌木 の ことで あり,そ の根

の乾燥 した ものを石でたたいて,そ の粉

末を水 に とか して飲む。 カバは一人 で飲

む ことは決 してない。数人で円座 を組 ん

で,共 飲す る。 カバ ・ドリンキ ングに用

い られ るもの どしては,乾 燥 したカバ根,

カ バ ・ボール,カ バ ・カ ップ,マ ッ トな

どがあ る。 トンガで は,こ れ らの ものを

中心 と して,資 料収集 をす る予定であ る。

11. バ ベ ル ロ ト村

 トンガに着 いた翌朝,石 毛氏が15年 前

に調査を したバベル ロ ト村を訪問す る。

バベル ロ ト村は,首 都 ヌクアロファの近

郊集落であ る。ホテル の近 くか ら簡易 タ

クシー(オ ー トバ イの前 に四人掛の荷車

を とりつ けた もの)に 乗 って行 く。約10

分 間 ほど走 って,バ ベル ロ ト村に着 く。

まず,・村長の家を さがす。 しか し,ハ ベ

,ル ロ ト村 のあまりの変わ りよ うに,石 毛

氏 も土地 カンがつか めない。ヌクアロフ

写真4 トンガにおけるタパ

    の染付
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ア近郊 の都市 化がすすんだために,バ ベ

ル0ド 村 は,ヌ クア0フ ァのベ ッド ・タ

ウンのようにな っている。15年 前 とは く

らべ ものにな らないほど住居が増えてい

る らしい。少 し歩 き回 った末 に,一 軒の

家 に入 って,道 をたずねる。石毛氏が,

トンガ語で道 をたずねた ら,応 対 にでて

きた中年 の女性 は,お どろいた ことに,

石 毛氏の ことをおぼえて いた。15年 の歳

月を経て も,バ ベル ロ ト村の ひとび とは,

石 毛氏の ことをち ゃんと記憶 にとどめて

いたのである。早速,村 長 の家を教えて

も らう。村 長に会 ったところ,彼 もまた

石毛氏の ことをおぼえていた。 けれ ども,

石 毛氏に会 った,す べて の人が 口をそろ

えて,「 イ シゲ は もっとやせ ていたのに,

と て も太 った」 とい う。それに対 して,

石 毛氏 も負 けず に 「トンガ人 みたいにな

ったで しょう」 とや りかえす。そういえ

ば,た しかに トンガ人 は 太 った 人が 多

い。

 石 毛氏来訪 のニュースはす ぐに広 まり,
'それか ら連日

,あ ち らこち らの家庭 に食

事に招待 され,石 む し料理を ごちそ うに

な った。そ して,石 毛氏 と村のひ とびと

の あいだで,15年 前 の話 に花が さいた。

 バ ベル ロ ト村の人たちが,石 毛氏を歓

迎 して くれた ことによ って,ト ンガにお

ける収集 の仕事 はもう九分通 り成功 した

よ うな もので あった。事 実,彼 らは,わ

れわれの資料収集の仕事 に全面 的に協力

して くれた。 その結果,直 径70セ ンチメ

0ト ル とい う大きなカバ ・ボール をは じ

め として,タ パ 関係 の用具,タ オバ ラと

いう腰帯,蛸 取 り用擬餌,鼻 笛,舞i踊 用

具,敷 物な どを収集 できた。 しか し,ク

ペシとよばれ る,伝 統的 なタパ用染板が

なかなか手に入 らなか った。 クペシとい

うのは,コ コナ ッの葉柄 を包む繊維を何

枚か重ねて下 敷 とし,そ の うえに ココナ

ッの葉 の軸で図柄 をえがい●た染板で ある。

クペ シをつ くるには,非 常に高度の技巧

を要するので,現 在で はそれ をつ くれ る

人が少 な くな り,各 村 に一人 いるか いな

いか とい う状況であ る。そのため,ク ペ

シは大変貴重 なものにな りつつあ る。

 わ れわれは,ト ンガ タプ島のい くつか

の村 を訪 問 して,ク ペ シを さが した。各

村 にクペシがあるにはあるが,だ れ も手

ばな したが らない。 もうクペ シの収集 を

あ きらめかけたときに,や っとクペ シを

ゆず って くれる人に め ぐり会 った。それ

は トンガを出国す る前 日であ った。われ

われは運がよか った。結局,伝 統的な図

柄のクペ シを7点 購入で きた。 これで,

無 事に トンガでの収集 の仕事 を完了す る

ことがで きた。

12,ふ た たび西サ毛 アへ

 11月17日 の 朝,バ ベル ロ ト村 のひとび

とに別れを惜 しまれなが ら,ト ンガを去

る。収集 した40数 点の資料 とともに,ふ

たたび西サモ アに もどる。 ここで また日

付変更線 を越 えたので,西 サモアはまだ

10月16日 で ある。西サモアの ファレオロ

空港には,大 石氏が迎えに きて くださる。

そ して前回 と同 じホテル に直行す る。西

サモアには,今 回,石 毛氏は3日 間,わ

た しは6日 間滞在す る予定で ある。今回

の西サモア滞在 中の主 な仕事は,西 サモ

アと トンガで収集 した資料の整理であ る。

収集カー ドに必要事項 を記載 し,資 料の

・寸法をはか り,荷 札 をつけたあと,ポ ラ

ロイ ド ・カメ ラで写真を とる。 この手順

で,総 計259点 の 資料を全部かたづ ける。

 11月19日 に,石 毛氏 と別れ る。彼 は,
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このあ と,ハ ワイに飛 び,ホ ノルルの ビ

シ ョップ博物館で各種 の レプ リカの製作

を依頼 した あと,帰 国す る予定 である。

わ た しは,11月22日 ま で,こ こに滞在 し

て,収 集資料 の日本への船積 の交渉 など

を しなければな らない。

 新 しく製作 を依頼 した民家模型 と外 リ

ー フ用 カヌーはまだ完成 して いない。 こ

れ らの ものについて は,大 石氏に仕事の

監督を依頼す る。そのほかの資料 につい

て は,西 サ モアと日本を結ぶ大和海運の

定期船 にのせ るため,代 理店 のバ ーンズ

・フィ リップ社西サモァ支店 と交渉 をす

る。大石氏 は,バ ー ンズ ・フィ リップ社

に も顔 がき くので,彼 に収集 資料 の船積

の手配 をお願 いす る。 これで,西 サモア

での仕事 はすべて終了 した。

 西 サモアでは,大 石 氏の ご協 力に全面

的に頼 る結果 とな った。やは り,短 期間

の収集 の仕事 では,現 地で,大 石 氏のよ

うな信 頼できる人を見い出せ るか どうか

が,仕 事の一つの大 きな山のような気が

した。

13. マ ー シ ャル諸島へ

 11月22日 の 朝,西 サモアでのすべての

仕事 を終 え,ナ ウル共和国にむか う。 こ

こでまた日付変更線を越える。考 えてみ

れば,約1ヵ 月間の うちに,4回 も日付

変更線 を越 えた ことになる。なん とも落

ち着 きのない旅で ある。ナ ウルに3日 間

滞在 したあ と,11月26日 に最 後の 目的地

で あるマー シャル諸 島に入 る。

 マー シャル諸 島は,29の 環 礁 と5つ の

サ ンゴ島か ら成 ってい る。 日本統治時代

には,そ の うちのヤルー ト環礁が行政の

中心地 とな っていたが,ア メ リカ信託統

治領 となった現 在は,マ ジ ュロ環礁が中
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写真5 マジュロ環礁の飛行場

心地であ る。そのマジュ ロ環礁には,立

派 な滑走路を もつ飛行場 があ'り,ハ ワイ,

グ ァム,ナ ウルな どとジェッ ト機で結ば

れている。

 ナ ウルか らの飛行機は,ギ ルバ ー ト諸

島のタ ラワで給油 したの ち,11月26日 午

前11時 に マジュロ空港 に到着。わた しに

とっては,1年 ぶ りのマー シャル諸島で

ある。 こんなに早 くもどって来れ ようと

は思 って もみなか った。1974年8月 か ら

11月 に かけて,わ た しはマーシャル諸 島

の ミリ環礁 で,沖 縄海洋博 の海洋文化 館

に展示する民族 資料 の収集調査をお こな

った。 したが って,今 度 が二度 目のマー

シ ャルであ る。今回は,約1カ 月間滞在

して民族 資料の収集調査の仕事 に従事す

る予定で ある。

 ホ テル に落 ち着いてか ら,ま ず最初 に

具志忠太郎氏に会いに行 く。具志氏 は,

沖 縄 出身 の方で,19歳 の ときにマーシ ャ

ルに来て以来,現 在まで46年 間のながき

にわた って,こ こに在住 して お られる。い
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ろいうな仕事を経験 したの ちに,現 在は

プロテスタン ト教会の牧 師を してお られ

る。マー シャル人の女性 と結婚 し,現 在

では曽孫 まで含 めると,全 部 で50人 以 上

とい う大 フ ァミリーの家長 とな ってい る。

そのため,マ0シ ャルで骨 を うず める覚

悟であるといわれ る。前回は具志 さんの

紹介 で,彼 の長男のい る ミリ環礁 のタカ

イワ島に滞在 して,民 族資料の収集をお

こな った。今回 も,具 志氏に ご協力いた

だけるよ うお願 いす るつ もりである。

 と ころが,お 宅 を訪問 した ところ,具

志氏は病床に臥 して お られた。体 が痩せ

衰え,点 滴 を受 ける姿 はなん ともいたま

しい。 日本にいるときに手紙を出 して も

返事がないのでおか しいと思 っていた ら,

や は りご病気 であ った。聞いてみ ると,

ど うや ら肺癌 らしい。本人 もその ことを

知 っていて,も う悟 り切 ったという様子

で ある。 しか し,ま だ肺癌 と確定は して

いない らし く,レ ン トゲ ン写真 などをハ

ワイの病院に送 って調べ て もらっている

最 中であ った。ど うか肺癌 でないことを

祈 らずにはおれない。体 が相 当に衰 弱 し

てお られ るので,早 々にひきあげる。

 具 志氏が,病 の床に臥 してお られ,協

力をお願いで きないとい うことを知 った

わた しは,少 なか らず シ ョックを受けた。

か くな るうえは,前 回の滞在 で,わ た し

が自分で きずいた友人 ・知人 関係を頼 る

以外 に方法がない。

14.伝 統文化の喪失

 マー シャル諸島は,1529年 に探検家の

Alvaro de Saavedraに 発 見されて以 来,

幾 多の外国人 と接触する こととな った。

とくに,1885年 以後,現 在 にいた るまで,

ドイツ,日 本,ア メ リカなどによって統

治 されて きた。異文化 と接触 した ことに

よって,彼 らの社会 と文化に多 くの変化

がお こった。なかで もとくに,第 二次大

戦後の変化が もっとも激 しいよ うで ある。

また と くに,物 質文化 の面での変化が激

しい。外国人によ って もた らされた,新

しい事物を,彼 らがす ぐに受 け入れたた

あで ある。た とえば,食 事 に して も,い

まのマー シャル人の主食 はカ リフ ォルニ

ア産 も しくはオース トラリア産の米で あ

り,副 食 の筆頭はカ ンヅメ類で あ り,そ

して調味料の王様は 日本製 の醤油 である。

その ほか,ト ランジス ター ・ラジオ,テ

ープ ●レコーダー
,携 帯用無線機,モ ー

ター ボー トなどの最新 の事物 が,彼 らの

日常生活 のなかで重要な役割 を果 してい

る。 マーシャル人た ちは,コ フ。ラを売 っ

て得 た現金収入で これ らの外 国製品を購

入するのである。 '

 彼 らの伝統 的な物質文化のなかで,現

在で も生 きなが らえて いるものは といえ

ば,そ れはパ ンダナス文化 とココナッ文

化 ぐらいである。 まず,パ ンダナスにつ

いては,彼 らは,そ の果実や葉を用いて

いろいろな ものをつ くる。パ ンダナスの

葉を10数 枚結 び合わせてつ くった アーチ

とよばれる もの(日 本語の話 せ るマー シ

ャル人は,こ れを"マ ー シャルの トタ ン"

とよぶ)は,伝 統的民家の屋根 と側壁 と

な る。また,そ の葉 を編む ことに よって,

各 種のマ ッ ト類,ウ チワ,ホ ウキ,帽 子,

ヵ ゴ,袋 な どの生活必需品がつ くられ る。

そ して,パ ンダ ナスの果実は,生 の まま

で も食べ られる し,そ れを茄でて保存食

に もな る。つぎに,コ コナツもよ く利用

され る。まず,コ コナッの木 の葉 を用 い

て,各 種のカゴ類 とマ ット類がつ くられ

る。 ココナ ツの実 の殻 は容器 となる し,
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殻 と外皮 のあいだの繊維 を編 んで ロープ

がで きる。外皮 は天 日干 しに して,燃 料

として使 う。 もちろん,コ コナッのジュ

ー スや コブ ラは食物 として も重要で ある

し,ま た民間薬 として も用 い られ る。 こ

の ように,パ ンダナス と」コナ ツか ら生

み 出され る物 質文化 は,マ ーシ ャル人 の

日常生活でいまだに重要 な役割 を果 して

いる。

　パ ンダナス とココナツのほか に,も う

一つ忘れてな らない ものがある
。 それは,

カ ヌーであ る。海の民族 であるオセアニ

アの諸民族のなかで も,と くにマーシ ャ

ル人 は偉大な る航海者 として有 名で あ っ

た。羅針盤 こそ発 明 しなか ったが,し か

しそれ に優 るとも劣 らない,彼 ら独 自の

優 れた航海術を身につけていた。 ステ ィ

ック・チ ャー トをあみだ し,星 座 や波浪 や

渡 り鳥 など,天 文 ・海洋の知識 を巧 みに

応用 して,あ の広大 なマー シャル諸 島の

島か ら島を航海 した。けれ ども,現 在 の

マー シャル人た ちは,モ ーターボー トや

汽船 の導入 によって,カ ヌーによ る長距

離 の航海 を もはや必要 と しな くな った。

そのため,優 れ た航海術 は忘れ られて し

ま った。 しか し,い まで も環礁内での重

要な交通機関 として,カ ヌーが頻繁 に使

われてい る。そ こで偉大 なる航海者 の名

ごりを とどめ るマーシ ャル諸島の カヌー

をぜ ひとも収集 しなければな らない。

　 ところで,現 在 のマー シャルには,大

きく分 けて2種 類 のカヌーが ある。帆走

カヌー と手漕 ぎカヌーで ある。で きるこ

とな ら,こ の2種 類 のカヌー とも収集す

る予定で ある。

15.風 の 季 節

　前回,マ ー シャルに来 た ときには,ミ

リ環礁 に約3ヵ 月間滞在 し,民 族資料の

収集 をおこなった。その ときに,か な り

の成果を収め ることがで きたので,今 回

もで きることな ら,ミ リ環礁 に行 きたい。

しか し,こ こで問題にな るのは,ミ リ環

礁への船 の便 であ る。 ミ リ環礁 に行 くに

は,200ト ン ぐらいの コブ ラ採集船 に乗

って行 く以外 に方 法がない。 そ こで,船

便 につ いて調べてみ る。 しか し,運 の悪

い ことには,す で に11月 に,ミ リ環礁 に

船 が行 ったので,つ ぎはク リスマス前 ご

ろでない と船便 がないとの ことであ る。

したが って,残 念 なが ら,ミ リ環礁行 き

を断念 しなければ な らない。

写真6　 マーシャル諸島の

　　　 手漕ぎカヌー

　　　　ミリ環礁タカイワ島にて
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 そ こで方針 を変 えて,マ ジュロ環礁 の

す ぐとな りのアル ノ環礁 に行 くことに決

める。マ ジュロ環礁 で資料 の収集がで き

ればよいのだが,こ こはいまや マーシャ

ル諸島の中心地 であ り,各 環礁か ら人が

集 ま って来 て,過 密化 が進 んで いる。そ

の うえに,外 国か ら新 しい物がつ ぎつ ぎ

に入 って きているので,伝 統的 な物質文

化はほ とんど姿 を消 して いる。だか ら,

マ ジ ュロ環礁以外 の環礁に行かな ければ
,

い い ものを集 めることはで きない。

 で はなぜaア ル ノ環礁に行 くことに決

めたか というと,ア ルノ環礁で あれば,マ

ジュロ環礁か ら大型のモー ターボー トで

約1時 間半 ぐらいで行 けるか らで ある。

滞在 日数 が限 られて いるので,確 実にマ

ジュロ環礁 にもどれ るところでない とだ

めで ある。 もちろん,マ ジ ュロ環礁か ら,

で きるだ け遠 くの環礁 ほ ど,よ り伝統 的

な物質文化が残 ってい る可能性 がある。

しか し,そ のよ うな離 島で あれば,一 度

行 ったが最後,3カ 月 に一 度 ぐらい しか

船便が ない。 出張 期間の短 かい ことを恨

む ばか りで ある。

 アル ノ環礁に行 くことに決めたので,

早 速,大 型のモー ターボー トを もつC氏

と交渉す る。その結果,わ た しをアル ノ

環礁 まで連れて行 って くれ ることになっ

た。 これでや っと行動開始 である。 しか

し,こ こでまた一 つの問題 が生 じた。そ

れは,こ こ数 日,風 波 が強いため,モ ー

ターボー トを出せ ない ことがわか った。

風が強い ときの太平洋 の荒渡を モー ター

ボー トでの り切 って ゆ くことは無理であ

る。風がおさまるまで待た な くてはな ら

ない。             、

 と ころで,マ ー シャル には,2つ の季

節があ る。ahaneahの 季 節 とrakの 季

節 である。ahaneah〔 ら季節 は"風 の季節"

で あ り,rakの 季節 は"雨 の季節"で あ

る。"風 の季節"は 大体11月 か ら4月 に

か けてである。 だか ら,い まは"風 の季

節"の は じま りで ある。 この季節 は,雨

が少な く,北 東 の強 い風が吹 く。そのた

め,こ の季節 には,9よ ほ ど風が弱 い とき

でなければ,カ ヌーやモー ターボー トな

どの小船 で,外 洋 に出てゆ くことは危 険

であ る。

 アル ノ環礁に行 くことに決心 したのに,

風 がなか なかお さま らず,ま った く身動

きがとれない。そ こで この間 に,マ ジュ

ロ環礁 のなかで,も っとも伝統文化 が残

っている とされ るロー ラ島に行 き,目 に

つ くものを少 し収集 す る。 しか し,こ こ

で も伝統的な物 質文化 は,ほ とん ど姿 を

消 しつつ ある。ただ し,ち ょうど完成 し

たばか りの手漕 ぎカヌーのか な りいい も

のを見か けた。後 日,も う一度 きて,く

わ しく調べてみる ことにす る。

16. ミリ環礁からきた小船

 収 集 の仕事 が思 うよ うにはか ど らない

ので,気 はあせ るのだが,な に しろ相手

が 自然の こと故,ど うに もな らない。相

変 らず,強 い風が吹 きま くってい る。 し

か し,こ の風波 の強 い最中を一隻の小船

(全 長約8メ ー トル)が マジ ュロ港 に入

って きた。 ミ リ環礁か らの船であ る。聞

けば,昨 年 ミ リ環礁でたいへんお世話に

な った シゲル氏(具 志氏の長男)も その

船 に乗 ってきた らしい。 ミリ環礁 で,主

食 の米 がほとん どな くな ったために,危

険をおか して米を求めに きたのであ る。

もちろん,コ ブ ラを満載 して きて いた。

早速,シ ゲル氏に会 いに行 く。 シゲル氏

は,わ た しを見て,と て も喜んで くれ,
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歓迎 して くれた。そ して彼 は,ミ リ環礁

にある,彼 の島(タ カイワ島)に,も う一

度ぜひ来 るようにと誘 って くれ た。彼 は

3日 後 に,小 船でまた ミリ環礁 に帰 る予

定であ った。わた しは,去 年,そ の島 に

約3カ 月滞在 して,シ ゲル氏 の ご家族 と

寝食を ともに した。だか ら,シ ゲル氏 の

誘 いで,こ ころが うこいた。 しか し,問

題 となるのは,帰 りの 船 便 の ことで あ

る。ク リスマス前 に,ミ リ環礁 に行 く船

便のあ ることは知 って いた。 しか し,マ

ー シャルでは
,予 定 は常に未定であ り,

あてにな らない。今 回のような短期間の

出張では,リ スクの ともなうことは避 け

ておいた方が無 難である。 リスクといえ

ば,あ の ような小船 で,こ の強 い風の と

きに,荒 波 にの りだせ ば,事 故がお こら

ないともか ぎ らない。 シゲル氏の話 によ

れば,や は り無茶苦茶 にゆれるようで あ

る。 どち らに して も,危 険なことは避 け

ておいた方が よさそ うだ。

 12月5日 にな って,よ うや く風が おさ

ま って きた。待つ こと,ち ょうど一週間

であ る。夕方,C氏 がホテルにきて,明

日はよい天気にな るので,明 朝,わ た し

をアル ノ環礁 に連れて行 くと約束 して く

れ る。そ して,前 金を要求 される。前金

を払 って,契 約が成立 した。 これで,や

っと本格的 に活動開始で きる。そ ういえ

ば,シ ゲル氏 も明 日の夕方,ミ リ環礁 に

む けて出発す るとの ことで あった。その

夜,わ た しは シゲル氏を訪問 して,ま た

の再 会を約 して別 れた。

 明 けて,12月6日 。予想 どお り,今 日

は快晴であ る。風 もな く,波 もな い。朝

8時 に,迎 えの人が くることにな ってい

たので,準 備を ととのえ,ホ テルで待つ。

ところが定刻 にな って も誰 もこない。9
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時にな って も,ま だ こない。 どうもおか

しい と思 って調 べてみたと ころ,C氏 は,

朝6時 ごろに カツオ漁 に出かけた ことが

わか った。昨 日,ち ゃんと前金 まで渡 し

て約束を しておいたのに,な ん とい うこ

とで あろう。す ぐに,彼 の奥 さんに会 い,

前 金を と りもどす。聞けば,今 晩か らま

た天気が悪 くなる らしい。そのため,今

日の うちに,カ ツオ漁 に出たので ある。

わた しを アル ノ環礁 に連れてゆ くよ りも,

カ ッオをた くさん釣 って きて,マ ーケ ッ

トで売 った方 が金 になるら しい。

 そ こで,C氏 の ほかに大 型のモーター

ボー トを もっている人が3人 い るので,

す ぐにそれ らのひとびとのところに行 っ

て,今 日中にアルノ環礁 まで連れて行 っ

て くれるよ うに頼 んでみ る。 しか し,そ

の うちの2人 のモーター ボー トは,故 障

修理中でだめ。そ して残 りの1人 のモー

ターボ0ト は,今 朝す でにアルノ環礁 に

人を運んで行 ったそ うで,こ れ もだめ。

そ こで,明 日連れて行 って くれ と頼 んだ

が,今 夕か ら天気が悪 くなるので,当 分

の あいだモー ターボー トは出せ ない との

返事を もらう。 これで,つ いに八方塞 が

りで ある。 この ままでは,満 足 のゆ く収

集の仕事 はで きない。 どうや ら,最 後 の

決断を くだす ときが きた ようだ。あてに

な らない人を頼 って,ア ルノ環礁 に行 く

よ りも,確 実 に信用ので きるシゲル氏を

頼 って ミリ環礁 に行 くのが一番 よ さそ う

だ。荒海 のなかを小船で航海す ることに

ついては,一 抹 の不安を残すが,し か し

もうこうな って は,ほ かに方法がない。

盲 蛇に怖 じず,と い う心境で,思 い切 っ

て ミリ環礁 に行 くことに決心す る。考 え

てみれば,ど うや ら,最 初か らミリ環礁

に行 く運命に あったのか もしれ ない。
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 しか し,ク リスマ ス前 に,ミ リ環礁 に

行 く船 が あるか どうかについては,も う

一度確認 してお く必要が ある
。帰 りの船

便がなければ ミリ環礁に行けないか らで

ある。 そこで,District Officeの 船 の

運航を担 当す る係員 に会 った ところ,ク

リスマス用の物資をは こばない といけな

いので,ク リスマス前には絶対 に ミリ環

礁 に船を まわすつ もりだ,と 彼 は言 う。

その言葉 を信 じるほかない。

17。 ミ リ環礁へ

 12月6日 の午 後5時 に,小 船 はマ ジュ

ロ港 を出発 した。船には,米,カ ンヅ メ,

ガ ソ リン,ト タン板をは じめ として,多

くの生活必需 品が積み込まれて いた。 そ

れに して も,な ん と小さな船で あろうか。

全 長約8メ ー トルで,幅 約2.5メ0ト ル

ほ どの小船 である。 その うえに,船 には

デ ィーゼ ル ・エ ンジ ンが一基あ るだけで,

そ れ以外 に羅針盤 もなければ,無 電 も装

備 されていない。 ただ,70歳 を 越えた,

白 髪の老船 長の永年培わ れたカ ンだけが

頼 りである。本 当に,こ のような小船で,

太平洋 の荒波 を無事 に乗 り切れ るのであ

ろうか。 この船 には,シ ゲル氏 とわた し

のほかに,ミ リ環礁へ帰 る人が13名 も乗

り込んで いる。

 マ ジュ ロ環礁 の ラグーンのなかは,波

もな く,快 適 である。 わたしも甲板 で皆

と冗談 を言 い合 うほどの余裕が あった。

しか し,1時 間半 ほどかか って,マ ジュ

ロ環礁 のなかを横断 して チャネルを通過

し,外 洋に出る ととたんに波が荒 くなる。

そ こで,わ た しは急 いで,船 底に もぐり

込む。そ こには もうすで に何人かの人た

ちが横にな っていた。コブラの あの独特

の臭い と人いきれで む っとす る。 しか し,

船 の揺れがひどいので,わ た しもす ぐに

横 になる。

 少 しま どろんでか ら,目 が さめる。揺

れが ひどい。そ して気分 がとて も悪 い。

薄明 りの なかで,時 計を見る と,も う午

後10時 だ。それに して も,な ん と激 しい

揺 れ方だ ろう。波をかぶ るたびに,船 が

きしむ音 がす る。 いま にも波 にお しつぶ

されそ うな音だ。気分が悪 く,嘔 吐 しそ

うになるので,船 底か らはい出 る。する

と,荒 れる波の間に間に0灯 が近 くに見え

か くれす る。「あれは何 か」とたずねた ら,

「あれはマジュロの町の灯」との答 が ある。

それを聞いて,わ た しは愕然 とす る。マ

ジュロ港を出発 してか ら,も うすで に5

時 間 も経 つ とい うのに,ま だマ ジュロの

近 くを航行 してい るのである(あ とで聞

いた話に よると,波 が荒 いので,遠 回 り

にはなるが,横 波 を避 けて,マ ジ ュロ環

礁 の裏海岸を通 るルー トを とったのだそ

うだ)。

 依 然 と して気分が悪いので,甲 板 の と

ころに うず くまる。そ こは,波 もかぶる

し,雨 もかぶ るので,シ ゲル氏 は船底 の

方 が安全 だか ら,な かに入 ってい るよう

に と注意 して くれ る。 しか し,船 底に入

った ら,す ぐにで も嘔吐 しそ うで あ る。

波 をかぶ って も,こ この方がいい。 しか

し,頭 をあげてい ると,く らくらす るの

で,甲 板 の柱 にしがみついて,頭 をかか

え込 んで,う ず くまるのみである。波 と

雨 をまともに うけて,体 がび しょぬれに

なる。 とて も寒い。 しか し,た だ ひたす

ら,う ず くま るのみであ る。 わた しの横

で,マ ー シャル人の若者 が激 しく嘔吐 し

ている。

 午 前2時 ごろに,ア ルノ環礁 の近 くを

通 りす ぎる。 そこか ら,ま た一段 と風雨
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が強ま り,横 波 をまと もに受 けるよ うに

なる。 まさに,嵐 のなかを航海 してい る

よ うである。老船長 とシゲル氏 とほかに

数人 の男 たちは,一 睡 もせずに,舵 を し

っか りととり,ま た荷 くずれ していない

か と点検 してい る。彼 らは,や は り偉大

な航海者 た ちの末商 なのだ。 しか し,途

中で何度か,エ ンジ ンが止 まる。そのた

びに,こ のまま漂流 して しまうのではな

いか とひや ひやす る。 そ うしてい るうち

に も,大 きな横波 をま ともに受 け,波 が

甲板をかけ抜 け る。 そのた びに,わ た し

は必死で柱 に しがみつ く。船長や シゲル

氏た ちも必死であ る。彼 らの必死 の形相

をみ ると,ま す ます不安 な気持におそわ

れ る。 どうや ら,わ た しは判断 をあやま
       U

った ようだ。やは り,数 日待 ってで も,

アルノ環礁 の方 に行 った方が よか った。

だが,も う遅い。あ とは,も う運 を天に

まかせ るの みで ある。

 や がて,夜 が明 ける。結局,わ た しは

一睡 もせず に
,雨 と風 と波 をま ともに う

けなが ら甲板で うず くま って,夜 を明か

した ことにな る。夜が明けて,あ た りが

は っき りして くると,ま た して も絶望感

に襲われ る。船の何倍 もの高 さの大波が

うね ってい るので ある。大波 が,わ た し

の上 にの しかか って くるよ うな幻覚 に と

らわれ る。 もう一刻 も早 く,こ の場 をの

がれたい。

 そ うして いる うちに,朝 の8時 ごろに

な って,一 人 の男が突然,』島が見えた と

さけんだ。 それを聞 いて,わ た しも重い

頭 をあげて,前 方 を見 る。 しか し,何 も

見えない。見 えるのは,た だ大波 ばか り

である。 それか らまた1時 間ほ ど走 って

か ら,よ うや くわた しの 目に も島影 が見

えた。それを見 たとき,本 当にうれ しか
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った。 ど うや ら,わ た しは助か ったよ う

だ。 しか し,そ う思 うのは,ま だ早か っ

た。なか なか島に近づけないのだ。 もう

す ぐそこに見えてい るの に,大 波 のなか

で,島 が見 えか くれす る。午前10時 前 に

な って,あ と一歩 の ところまで くる。 し

か し,チ ャネル を通 るのが,ま た大変の

ようである。船が横波を まともに うけ る

か らである。大揺れ しなが ら,チ ャネル

を無事 に通過す る。す ぐそ こにタカイ ワ

島があ る。 わた しは,無 事 に ミリ環礁 に

着いたのだ。

 18.な つ か しのタ カイ ワ島

 12月7日 の午前10時 過 ぎ,無 事に タカ

イワ島に到着す る。実 に17時 間 もe睡 も

せずに,船 に揺 られて いた ことになる。

す ぐに,シ ゲル氏 の息子 さんたちが,モ

ー ターボー トで迎 えにきて くれる。息子

さんた ちは,わ た しの姿 を見 つけて,び

っ くりして,手 をふ ってい る。 タカイワ

島 に上陸 して,皆 の歓迎 を受 ける。 しか

し,ま だ頭 が くらくらす る し,気 分 も悪

い。その うえに,島 全体 が大 き く揺れて

いるようであ る。す ぐに横 にな った方 が

よさそうだ。結 局,こ のあ とで,約4時

間 ほど,ぐ っす りと眠 った。

 そ の夜,タ カ イワ島のひ とび とが総出

で,わ た しを歓迎す る儀式 をお こな って

くれた。島の女 性 と子 供た ちが,手 に手

にカゴをぶ らさげて いる。 そのなかには,

パ ンの実,パ ンダナスの実,コ コナツの

実,パ ンモチ,大 きな貝殻 な どが入 って

いる。ニ ワ トリを一羽 もった男 の子 もい

る。 た くさんの花輪 を首 にかけて もらい,

そ れ らの贈 りものを受 ける。そのあとで,

彼 らは歓迎の歌 を うた って くれる。最後

に,シ ゲル氏の奥 さんが,長 々 と歓迎 の
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写真7 マーシャル諸島の伝

    統的住居

    ミリ環礁タカイワ島にて

辞 をのべて くれる。 このような歓迎 の仕

方 は,む か し島に酋長 が来た ときにお こ

な っていた歓迎 の儀式 と同 じものだそ う

だ。タカイワ島のひ とび との暖か い思い

や りがひ しひ しと伝わ って くる。やは り,

苦 労を して,タ カイ ワ島に もど って来 た

かいが あった。

 タ カイワ島の人 ロは,前 回来 たときよ

りも減 っていた。 この前は,7家 族で65

人 い たが,そ の うち3家 族が別 の島に移

り,そ のかわ りに1家 族が タカイワ島に

や って きた。 そのた め,い まは5家 族 で

40人 にな って いた。マー シャルでは,大

きな集落が形成 される ことな く,ひ とび

とは島々に散 らば って,小 さな集落を形

成 して生活 を している。な に しろ,島 が

多いので,1カ 所 に集 まる必要がない。

た とえば,ミ リ環礁 は92の 島 々か ら成 っ

てい る。

 タ カイワ島に到着 した翌朝か ら,収 集

の仕事 をは じめ る。 これか ら,マ ジュロ

に帰 るまでの 日々を有効に使わねばな ら

ない。そ こで,シ ゲ ル氏にたのんで,彼

のモー ターボー トで,ミ リ環礁の島々を

で きるだけ数多 く訪 問す るつ も りで あ

る。前 回の滞在 期間中に,ミ リ環礁の多

くの島々で知人がで きたので,彼 らに再

会 して民族資料の収集の協力を して もら

うつ もりである。結局,ア ニール 島,ナ

ンルー島,ミ リ本島,エ ニチ ェッ ト島,

ル クノール島などの島々を再訪 して多 く

の資料を集 め ることがで きた。

 12月12日 の 夜の ラジオ放送で,ミ リ環

礁 に船が来る ことが伝 え られた。 その船

は,先 にアルノ環礁 に寄 ってか ら,ミ リ

環礁 に来 るそ うだ。 この放送 を聞 いて ほ

っとした。 もしこの船 が来 なければ,い

つマジュロ環礁に もどれるかわか らない

か らで ある。

 結 局,12月16日 に船 が ミ リ環礁 に入 っ

た とい う知 らせが くる。環礁 の生活で は,

携 帯用無線機が重要な役割 を果 して いる。

マー シャルのほ とん どの家 庭で は,日 本

製 の携帯用無線機を もってお り,毎 晩、

たがいに交信 しなが ら,い ろいろなニ ュ

ースを伝 え合 う
。船 は ミ リ環礁 の主 な島

々を回ってか ら,12月18日 の夜 にタカイ

ワ島の沖合に着 く。 コブ ラを集 めて,米

な どの生活必需品をお ろす。そ して,船

はす ぐに出発す ることにな る。

 い よいよ,タ カイ ワ島の人々 ともお別

れである。別れは,い つの場合 に も,つ
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らい ものであ る。彼 らといつまた会 える

と もわか らない と思 うと,な おのこと別

れがつ らくなる。タカイワ島 の人 々全 員

が,わ た しを見 送るために集 まってい る。

わ た しは,そ の一人一人 と固 く握手をす

る。最後に シゲ ル氏 と握手 をす る。たが

いに,無 言 であ る。言葉がでない。わた

しは,た だ一言,マ ー シャル語で,「 あ り

が とう」 とい った。 シゲル氏の 目に光 る

ものがあ った。 わた しは,急 いで,モ ー

ターボー トにかけ寄る。夜 の別れは,よ

けいに人 を物悲 しくさせ るようだ。モー

ター ボー トか ら船 に乗 り移 る。す ると,

船 は静かに動 きは じめる。次第に,タ カ

イワ島の ともし火 が小 さ くな ってゆ く。

いつの 日にか,き っとまた タカ イワ島に

もどって くるつ もりだ。

19.収 集 おわる

 12月19日 の朝,ミ リ環礁か らマ ジュロ

環礁に もど って くる。今度の航海 は,船

が大 きい し,波 もそれほど荒 くなか った

ので,た いへ ん楽であ った。

 帰 国するまでに,あ と残 された仕事 は,

カ ヌーの購 入の件 だけであ る。 ミリ環礁

で も,カ ヌーを探 したが,な かなかいい

カヌーが見つか らなか った。そ こで,ま

ず手漕 ぎカヌーは,以 前にマ ジュロ環礁

の ロー ラ島で見 かけた ものが,い ままで

の なかで,一 番 いい ものであ ったので,

可 能な らばそれを購入 した く思 う。マジ

ュロ環礁に もど ってす ぐに ロー ラ島に行

き,そ の交渉 をする。 カヌーの所有者 は,

最 初,法 外 な金 を要求 して きた。 しか し,

わ た しは ロー ラ島の有力者 と知 り合 いで

あったので,そ の人 を通 じて,話 を うま

くまとめて もらうことに成功 した。 これ

でまず,手 漕 ぎカヌーを収集 できた。
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 しか し,帆 走 カヌーは もっと遠 くの環

礁に行か ないとだめのよ うである。多 く

のひ とびとの話を総合 す ると,エ ボン環

礁 の帆走 カヌーが一番伝統 的形態 を残 し

ているよ うで ある。同 じ展示す るのな ら,

一 番 いい ものを展示 したい
。そ こで,エ

ボ ン環礁 の出身の人で,カ ヌ0の ことに

ついて くわ しい人に,伝 統 的なカヌー を

見つ けて くれ るように依頼 する。 しか し,

今 回のわ た しの滞 在中に購 入す る ことは

無理 である。で きれば,次 年度 の予算で

購入で きればとお もう。

 結 局,マ0シ ャルでは,総 計170点 の

資料 を収集で きた。 これ らの資料 のすべ

て につ いて,収 集 カー ドに必要事項 を記

載 し,荷 札をつ けて,ポ ラロイ ド・カメ

ラで写真を とった。あ とは,こ れ らの資

料を,マ ジュロと日本 を結 ぶ,大 和海運

の定期船 に積み込 むだけである。大和海

運 の代理店で ある, KITCO(Kwajalein

Import-Export Trading Company)に

収 集資料を託せばよい。 しか し,そ の前

にもう一つ,ぜ ひ ともしておかね ばな ら

ないことが ある。昨年,海 洋博 の海洋文

化館 に展示す る資 料を収集 した ときに,

KITCOを 通 じて,日 本 に送 った資料

のうち,こ われていた ものが多か った と

い う。そ こで,今 回は,こ われ易い もの

につ いて は,自 分で梱 包をす る。 スーパ

ーマーケ ットで
,紙 箱 と新 聞紙 とを もら

って来て,て いねいに梱包 をす る。折角,

苦 労 して集 めた資料 が こわれて 日本 に到

着 したのでは,泣 くに泣 けない。丸一 日

かか って,こ われ易い ものの梱包 を終 え

る。

 翌 朝,す べての収集資料 を,KITCO

に も ってい く。 これで,マ0シ ャル諸島

にお ける,わ た しの仕事 はすべておわ っ



石森  オセアニア民族資料収集調査記

た。 あとは,収 集 した資料 が無事に 日本

に到着す る ことを祈 るのみである。

 マ0シ ャルでの仕事が完了 したので,

12月25日 に,マ ジュロ環礁 を発つ,ミ ク

ロネ シァ航空機にの り,グ ァムに行 くこ

とに決 める。当 日の朝,無 事 に飛行機 の

チ ェック ・イ ンを完了す る。いよいよ,

マ ー シャル諸 島に別れをつげ るときが き

た。紺碧 の空,澄 みきった海,涼 しいヤ

シの木陰,こ ころあたたかい人 々など,

思 い出多い環礁 の生活 と も当分おわかれ

で ある。いつの 日にか,か な らず もう一

度 もどって くるつ もりで ある。見送 りに

きて くれた友人 や知人 に別 れをつげ,ミ

クロネシア航空機 の人 となる。夕方,グ

ァムに到着。グ ァムで一泊 のの ち,翌 朝

の飛行機にの り,無 事 に大阪空港に帰着

した。70日 ぶ りの 日本で ある。短いよ う

で,長 か った資料収集 の旅 のおわ りであ

る。

 今 回の旅で は,総 数429点 の民族資料

を収集 し,そ のほか に文献資料を136点

購入した。いまにして思えば,も っとや

っておきたかったこともある。けれども

その反面,一 応,所 期の目的を達す るこ

とができたという満足感もある。いずれ

に しても,い ま一つの仕事がおわ ったの

である。

 しかし,収 集の仕事がおわったか らと

いって,そ れですべてがおわったわけで

はない。帰国 したのちに,ま ずは じめに,

資料収集臨時資金前渡官吏 ・分任契約担

当官 ・分任物品管理官として,外 国出張

期間中に遂行 した業務に関する必要な書

類の整理をして,業 務報告をしなければ

ならない。そしてまた,わ たしが収集 し

た民族資料は,博 物館に到着後.管 理部

や情報管理施設の多 くのひとびとの手に

よって,整 理 ・保管され,そ ののちに展

示に用いられることとなる。収集のあと

には,こ れらの一連の作業がひかえてい

る。結局,一 つの仕事のおわりは,同 時

にまた新しい仕事のはじまりを意味して

いるのである。
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